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序 文

山王遠跡は多賀城跡の南東に隣接する遺跡で 、 近年、 古代多賀城

の国府域に相当する地域として、 その重要性が認識されつつありま

す。 この国府域内にも市街地化の波が押し寄せ 、 宅地開発あるいは

公共事業等の原因により、 発掘調査が急増しております。

さて、 今回共同住宅建設が計画された予定地は 、 以前より緑釉·

灰釉陶器が多屈に出土したところとして知られており、 何かしら費

重な遠構が存在しているのではないかと考えられていました。 この

ため建設工事に先立って発掘調査を実施してまいりました。

その結果、 本害に示されているように、 全国でも初めての国守の館

と推定される遺構が発見され 、 古代多賀城に係る歴史の一端を解明

することができました 。 また 、 本市では当遺跡の歴史的 ・学術的重

要性から開発予定地を保存することとなり、 現在国指定史跡の働き

掛けを行っています。

最後になりましたが、 本調査に御協力を賜わりました大倉建設株

式会社、 （株）かた〈ら建築工房 、 大豊建設株式会社 、 そして 、 調

査および保存協議に際して種々有益なご指導をいただきました文化

庁、 宮城県教育庁文化財保護課 、 宮城県多賀城跡調査研究所の関係

各位に対して厚く御礼申し上げます。

平成3年3月

多賀城市埋蔵文化財調査センター

所 長 斎藤一 司
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例 言

1 . 本書は、 共同住宅建設に先立って行った山王迫跡の発掘調査報告栂（第9次調査）である。

2 .  本柑の執筆・編集は、 当センター 職員の協力を得て、 石川俊英• 相沢消利が担当した。

3. 本書中における各遺構の略号は次の通りである。

SB ー掘立柱建物跡、 SE ー井戸跡、 SD ー 溝跡 、 SK 一土拡、 sx ー その他

4. 本書挿図中の水糸レベルは、 標高値を示している。

5. 調査区の実測基準線は、

6. 本報告書中の土色は、

「平面直角座標系X」を使用し、 方位の標示は座標北を用いた。

「新版標準土色帖」

8. 発掘調査及び報告書作成にあたり 、 狩野

（小山• 佐原1976) を使用した。

7. 須恵器の断 面は総て黒ベタで表した。 網スクリ ー ントンは土師器の黒色処理を示している。

久 、 斎藤孝正（文化庁）、 矢部良明 、 伊藤窟章

（東京国立博物館）、 平川 南、 永嶋正春（国立歴史民俗博物館）、 百瀬正恒 （京都市埋

蔵文化財研究所）、 荒川正明（出光美術館）、 亀井明徳（専修大学）、 桑原滋郎、 白鳥良

ー、 小井川和夫 、 阿部博志、 後藤秀一、 佐藤則之、 菅原弘樹（宮城県教育庁文化財保護課）、

藤沼邦彦 、 高野芳宏、 吉沢幹夫（東北歴史資料館）、 進藤秋廂 、 古川雅清、 丹羽 茂、 柳

沢和明 、 村田晃一（宮城県多賀城跡調査研究所）の諸氏に御教示 、 御協力いただいた。

9. 木簡の保存処理に際しては、 村山斌夫（雄勝町立大須中学校）、 梅村聖一 （東北歴史資料

館）の両氏に御配慮いただき 、 松田隆嗣（福島県立博物館）氏に依頼して実施した。

10. 木簡の解読にあたっては、 平川

た。

南（国立歴史民俗博物館）氏に依頼し寄稿していただい

11. 調査・整理に関する諸記録及び出土遺物は多賀城市埋蔵文化財調査センタ ーで一括保存し

ているので活用されたい。

12. 本調査の概要については、 現地説明会資料等で一部公表しているが、 本害と内容が異なる

場合は、 本害が優先するものである。
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調 査 要 項

1 . 遠跡所在地： 宮城県多賀城市山王字千刈田5-7

2 .  調 査 期間： 平 成 2 年4月16日�8月23日

3. 調 査 面積： 740m' 

4. 調査主体者： 多賀城市教育委員会 教育長 櫻井 茂男

5. 調査担当者： 多賀城市埋蔵文化財調査センター

所長 斎藤 一司 主査 赤坂みゑ子

研究員 滝口 卓 石川 俊英 千葉 孝弥 石本 敬

技 師 相沢 消利

6. 調 査 協力： 文化庁、 国立歴史民俗博物館、 宮城県教育庁文化財保護課、 東北歴史資料

館、 宮城県多賀城跡調査研究所、 大倉建設株式会社、 昧）かたくら建築工房、 大豊建設株式

会社 、 JR東日本

7. 発掘調査参加者： 佐々木四郎 千葉 享ー 鈴木 一郎 佐々木忠志 赤間かつ子

阿部 敏子 阿部美智子 阿部 米子 大山 貞子 菅野 恵子 熊谷きみ江

後藤 恵子 佐藤 容子 高野 敏子 角田 静子 渡辺 幹子

8. 選物整理参加者： 佐藤 悦子 熊谷 純子 黒田 啓子 笠松 奈穂 舘石真由美

．` 

｀ ．
 

ヽ•



本 文 目 次

序 文

例言 ・ 調査要項

I 調査1こ至る経緯..................................·•·····•··•••••.•.••...•••....•••••..••..••••. •..•••••.•..•... 1 

ll 遺跡の立地と歴史的環境・ ・··················································································l

m 調査方法と経過································································································ 3

N 調査成果・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・..............................................................................................4 

1 . 基本層位と出土追物 ・ ・ ・ ・···································································· ··············4

2 .  検出遠構と出土遠物・・・・・・・・・..............................................................................9 

(1) 掘立柱建物跡・ ・ ・..........................................................................................9 

(2) 井 戸 跡 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・·····················································································22

( 3)溝 跡 ・ ・・·····························································································22

(4)特殊遺 構································································································26

(5)土 拡································································································28

V 考 察・ ・····································································································· ··31

VI 多賀城市山王遺跡の木簡について（平JII南） ······················································52 

． 

鴫`



I 調査に至る経緯

本調査については、 平成元年3月に当該地を対象としたマンション建設工事が（株）かた＜

ら建築工房より提示されたため、 本件開発計画について検討を行った。 当該地は 山王遺跡の包

蔵地内に位置し、 近隣の調査においても古墳時代～江戸時代の遺構・遺物が検出されているこ

とや 、 過去において隣接する山王駅周辺より緑釉• 灰釉陶器が多位に発見されたという話も伝

わっており、 古代の遺構・遠物の存在が十分に考えられた。 そこで、 申請者と調査日程等の協

議を行い、 建設予定地の発堀調査について同意が得られたので、 本調査を実施したものである。

II 遺跡の立地と歴史的環境

山王遠跡は、 多賀城市山王 • 南宮の両地区を中心とする東西約2km、 南北約 1 kmの広範囲に

わたる遠跡である。 本調査地点は旧七北田川と砂押川によって形成された東西に長い自然堤防

上に立地しており、 海抜約5mを計る。 この周辺の地質については、 泥炭• 有機質粘土～シル

トと砂層の互層から形成される沖積層である。 周辺の遺跡についてみると、 本調査地点の北東

約1.2 kmの丘陵上に特別史跡多賀城跡が所在している。 さらに、 この南東地域には市川橋遺跡

が所在しており、 山王• 新田 • 高崎迫跡とともに、 古代多買城を取り巻く大規模な集落群を構

成している。

山王遠跡はこれまで9回調査が実施されており、 古墳時代～近世までの遺構 ・ 遺物が多数検

出されている。 特記される調査成果としては、 昭和58年に実施した第4次調査において幅 12m

の道路跡が発見され、 道路近くの土城から「観音寺」 と墨書された土器が、 宗教行事に使われ

た多嵐の土器とともに出土したこと。 また昭和60年の第6次調査の千刈田地区から、 5間X2

間の掘立柱建物跡や井戸跡が発見され、 さらに昭和63年の第8次調査では、 第 4次調査で発見

されていた幅12mの道路跡の延長が確認され 、 新たにこの道路から分岐する幅 3mの南北道路

もみつかった。 さらに平成元年の仙塩道路関連に係る調査でも 、 多賀城に係る道路跡や掘立柱

建物跡をはじめ、 竪穴住居跡や畝状遺構などの古代の遺構が多数検出されたほか、 堀を方形に

巡らせた中世の屋敷跡も発見され、 その変遷が把握された。 これまでの調査地区からは当時高

級品として扱われた灰釉陶器 、 緑釉陶器 、 青磁• 白磁や、 官街遠跡から発見される硯、 瓦、 斎串

木簡 、 漆紙文掛なども出土しており、 この一帯が古代多賀城との関連性が強い地域であること

が判明している。
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第1図 調 査区位置図



III 調査方法と経過

調査は、 平成2年4月16日から重機による表土剥離より開始した。 翌日には作業員を動員し調査

区に沿って土層観察を兼ねた排水路を掘る。 その結果 、 盛土（第 I 層） 、 旧水田土（第 Il 層）

古代の土器を多足に含む第m層→第W層→地山（第V層）といった層序が得られた。 4 月20日から第m
層上面の遺構検出作業に入る。 遺構は検出されず、 遠物を多量に含んでいることから包含層と

理解された。 第m隔を除去し 、 N層上面の遺横検出作業に入る(5月16日） 。 22日には調査区内に

実測図作成のための遣り方を設定する。 この面からは建物跡、 土 坑、 井戸跡 、 溝 跡、 多凪の生

番 号 年次・地区 調査期間 面 租 遠 構 遺 物＾ 弟 1 次 54 .12 .17 1,500m' 掘立柱建物跡 土師器 、 須恵器 、 瓦、 灰釉陶器 、

（中山王） -- 小柱穴、 溝跡 紡錘車、 土錘、 鉄鏃、 刀子、
55. 3.22 土砿 石帯

.弟, . ,  2 次 54.12.20 1.000m' 掘立柱建物跡 土師器 、 須恵器 、 瓦
（山王二区） -- 竪穴住居跡

55. 1.28 

第 3 次 55. 6. 5 1.000m' 掘立柱建物跡 土師器 、 須恵器 、 赤焼き土器 、

③ （西町浦） -11.30 竪穴住居跡、 灰釉陶器 、 緑釉陶器 、 砥石
井戸跡、 溝跡
小柱穴

第 4 次 58.10. 3 2.300m' 掘立柱建物跡 土師器、 須恵器 、 赤焼き土器 、

（東町浦） ＇町 竪穴住居跡、 灰釉陶器 、 瓦
59. 3.17 土坑 、 道路跡

第 5 次 60. 5.27 400m' 柱列跡、 溝跡 土師器 、 須恵器 、 赤焼き土器 、
（山王二区） - 75 井戸跡 灰釉陶器 、 木製品（曲物容器 、

盤、 斎串、 箸状製品、 串状製品）

第 6 次 60.11. 25 378m' 掘立柱建物跡 土師器 、 須恵器 、 赤焼き土器 、

⑥ （干刈田） ～ 竪穴住居跡、 土製カマド、 円盤状土製品、 瓦、
61. 2.14 井戸跡、 溝跡 砥石、 二面硯、 円面硯、 灰釉陶器 、

小柱穴、 土砿 木製品（曲物容器 、 折敷、 盤）

⑦ 第 7 次 63. 5.24 770m' 溝跡、 土坑 土師器 、 須恵器 、 赤焼き土器
（山王二区） - 7.26 

第 8 次 63.11.14 2. 750m' 掘立柱建物跡 土師器 、 須恵器 、 赤焼き土器 、
（東町浦） ～ 道路跡、 溝跡 灰釉陶器 、 緑釉陶器 、 吉磁、 白磁、

1. 2. 4 井戸跡 、 土拡 瓦、 硯、 土製カマド、 木製品
l. 4. 7 （斎串、 曲物容器 、 漆器） 、
- 7.22 植物遺体

仙塩バイパ 1. 6. 8 7 .OOOm' 掘立柱建物跡 土師器 、 須恵器 、 赤焼き土器；

⑨ ス関連調査 -12.14 道路跡、 竪穴 灰釉陶器 、 緑釉陶器 、 瓦、 鉄製品、

住居跡、 井戸 木簡、 漆紙文書
跡、 甕棺墓

第1表 山王遺跡調査一覧表
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器を埋納した土器埋納遺構を検出した。 こ れらの追構群の中には埋土中に灰白色火山灰を含む

ものがあり、 遺構を含めて第皿・N層の年代を知る手掛りとなった。 建物跡には埋土中に焼土

プロックを多駄に含んだ廂付の建物の一部を検出した。 更に、 調査区中央部で検出した井戸跡は、

大木を半載してくりぬき再度あわせた井戸側であることも判明した。 第N層上面で検出したこ

れらの遺構は、 6月中旬頃には平面図・ セクション図の作成及び写真撮影を完了した。 第N層除去

後、 20日から地山上面の追構検出作業に入る。 同日井戸側の取り上げも行う。 地山上面からも

上層同様に建物跡、 土拡、 井戸跡、 溝跡等を検出した。 一方上層で検出した廂付建物跡につい

ては、 全体の様相が不明確であり 、 拡張して全容把握に努めた。 この結果、 西側にも廂が取り

付くことが判明し、 おおむね四面に廂付の大規模な建物跡であることが予想された。 7月24日には

本建物跡の南側柱列の断ち割りを行い、 南西コ ー ナ ー の柱穴より木簡が出土した。 翌日、 東北

歴史資料館で木簡が題紙軸と判明する。 2 6日、木簡を国立歴史民俗博物館平川南氏に送り

判読を依頼する。 27日には県文化財保護課の視察があり 、 本建物跡の全容をつかむためさらに

拡張するよう指導を受ける。 30日、 申請者と協議を行い建物部分のみの拡張を行う。 拡張の結

果、 建物跡は北・東側にも廂が取り付き、東西8間、南北 4間の東西棟四面廂付建物であることが判

明した。 このような建物跡の存在、 さらに木簡の釈文等から本建物跡は、 国守の館の中心施設

である可能性が高まった。 8月16日、 文化庁の視察があり 、 保存についての協議を行う。 現地調

査については 8月23日をもって完了し、 1 0月6日に現地説明会を開催した。 この後の整理期間

中に四面廂付建物跡について再検討を要する事実が判明し 、 1 0月25日から1 1 月 8日にかけて補

足調査を実施した。 その結果建物跡については、 4時期の変遷が判明し、 規模も東西9間以上

南北4間の東西棟四面廂付建物跡と理解された。

w 調 査 成 果

1 • 基本層位と出土遺物

基本層位は1-V 層までに分層された。

I 層： 現代の盛土層 層厚30-50cm。

II層： 現代の水田耕作土 層厚20cm前後。

III 層： lOYRX 褐灰色シルト層 細片化した土器片と木炭粒を多屈に混入する。 層厚10-

20cm。

w層： lOY RX褐灰色シルト層 土器片 、 焼土粒、 木炭粒を含みかたくしまっている。

（整地層）層厚10-20cm。

V層： 5 y淡黄色砂質シル ト（無遺物層・地山）

III 層が平安時代の遺物包含層、 N層が同じく平安時代の整地層で遺構検出面となっている。
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ま た、 調査区内では部分的に削 平 を 受けている箇所があり、 V層上面 （地山面）で検出される

遺構の う ち lV層との関係が不明な も の も ある。 V層より下層では遺構 ・ 遺物とも 検出されてい

ない。

遺物は皿層とN層から出土しているが、 とりわけm層からの出土遠物が多数 を 占 め る。 しか

し、 出土土器については後述するように明らかに時期の異な る も のが混在していることから2

次期的な堆積層の可能性が高いと い え る。 以下層ごとに出土遺物の概要 を記述していく 。

第 皿 層 からは、 土師器杯 • 高台付杯• 耳皿、 須恵器杯 • 高台付杯・甕 ． 蓋、 赤 焼き 土器杯、

灰釉陶器椀 • 段皿、 緑釉陶器椀 • 段皿 • 三足盤、 ， 軒丸瓦 ・ 丸瓦 • 平 瓦、 円面硯・風字硯、 土製

品 ｛土錘 • 羽ロ・円盤状土製品（須恵器甕の破片 を転用）｝ 、 石製品 （砥石 • 石錘） 、 鉄製品

（鉄刀 • 録 ・ 刀子 ・ 鋤• 鎌• 鉄斧 • 鉄鏃）が出土して いる（第2図1 -39、 3図22-39、 4 図 1 -34) 。

第W層からは、 土師器杯 ・ 蓋 • 甕、 須恵器杯 · 壺、 赤焼き土器杯 • 高台付杯、 土製品 （土錘

• 円盤状土製品）、 石製品（石製模造品・剣形）が出土している （第 5 図2 6-30) 。

2 . 検出遺構と出土遺物
( 1 )  掘立柱建物跡

S 8474 : 調査区北東部拡張区の1V層上面で検出された桁行9間以上 、 梁行 4間の東西棟掘

立柱建物跡である。 本建物跡は、 南 、 北、 西側に廂が取り付 く が、 東側については そ の規模 ・

形態より廂が取り付 く 可能性がき わめて高い。

S 8475 · 491建物跡、 S K 512 土砿と重複しており、 S K512 土砿より新しく 、 S B 475· 

491 建物跡より古 い。 建物は同位四内で四時期の変遷があり 、 身舎部分には床束及び間仕切り

と思われるも のが認められる。 柱穴は身舎部分では、 方形 も しくは不整形 を呈している。 廂部

分 も 身舎部分と同様の形 状 を 呈する も のであるが、 全体に規模が小さ く なっている。 以下古い

l順に説明 を加える。

S 8474 ( A ) 北側 身舎部分が比較的残りが良く 、 わずかではあるが状況を知ることができ

た。 柱穴は、 北側柱列の西から2間目 を 参考にすると、 一辺約0.9 m の方形状 を 呈する も ので

ある。 埋土は、 黒褐色土 に地山プロ ッ ク を 含 む ものである。

S 8474 ( 8 )  北側身舎部分の柱列西 から 5間目 を 参考にすると、 柱穴は、 A期同様一辺約

0.9 m の方形状を呈する。 埋土は、 A期と同様ではあるが、 層中に焼土プロ ッ ク 、 炭などが含

ま れる。

S 8474 ( C) 柱穴の形状 、 規模について見ると A · B期が方形 を基調とするのに対し、 本

期の多くは不整 形 を呈するようになり 、 規模も 若干小さくなる傾向が見られる。 柱間は、 柱痕

跡が検出されていないも のが多くあるため 不明となっている。 柱は確認された柱痕跡より径約

，
 

ヽ
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，
 



10 

0 . 2  m 前後の円形 を 呈 し て い る 。 埋土は 、 黒褐色土 中 に 灰 白 色 火 山 灰 粒 子 、 焼土プロ ッ ク 、

炭化物、 土器片が多誠 に含 ま れ る 。 こ の こ と か ら 前期 の B期は 、 火 災 の た め 焼失 し た も の と 思

わ れ る 。 な お 、 B · C期柱穴の一部 に は礎板が検出 さ れ た。

5 B474 ( D) 柱穴は 、 C期と比較し て形状が不整形 と な り さ ら に規模も小 さ く な る。 建物跡の方

向は 、 身舎北側柱列の 1 間 目 か ら 、 7 間 目 で見 る と 北で 8 度 7 分西 に偏 し て い る 。 桁行柱 間 は

身舎部分の北側柱列西よ り 1 . 54m · 2.35m · 1 .65m · 2 . 34m · 2 .13m · 2 . 09m で 総長12.lOm

ま で検出 し た 。 西妻では北よ り 2 .86m · 2.19m で総長5.05m を 計 る 。 廂部分につ い て 見 る と 南

側柱列西 よ り 、 · 2 . 12m · 1 . 52m · 3 間分で6.36m · 1 .99m · 2 . 09m · 1 . 97m で 総長約16 . 05m

ま で検出 し た。 西妻では北 よ り 2 . 63 · 2.54 · 2 .4 1m · 2 . 53m で総長10.llm で あ る 。 柱は確認

さ れ た柱痕跡 よ り 身舎部分では径0. 15-0 . 25m 、 廂部分では径0 . 15-0 . 18m で あ る 。 埋土 は C

期 と ほぼ同様であ る 。 遺物は 、 土師器杯 · 甕、 須恵器杯 • 高台付杯 ・ 甕 ・ 瓶 • 長頸瓶、 赤焼き

土器杯 • 高台付杯 • 皿 、 灰釉陶器椀、 緑釉陶器椀、 褐釉陶器水注、 軒丸瓦、 鉄製品 （刀子 ・ 鎌） 、

石製品 （砥石） が出土 し て い る。

5 B475 : 調査区南東部の1V 層 上面で検出 さ れた桁行 5 間以上、 梁行 1 間の東西棟掘立柱

建物跡であ る 。 S B474建物跡、 S K499、 501 、 502土i広 と 重複 し て お り 、 こ れ ら よ り 新 し い。

建物跡の方向は、 北側柱列の う ち柱痕跡 を確認 し て い る 1 間 目 と 3 間 目 で見 る と 東で 7 度06分南

に偏 し て い る 。 桁行柱間は 、 北側柱列の西よ り 2 .37m · 2 .24m · ( 2 間分で） 4.27m 総長8.88

m ま で検出 し た 。 梁行柱間は 、 西妻で北よ り 3 . 71m で あ る 。 柱穴は方形 ま た は 円形 を呈す る も

の で一様では な い。 埋土は褐灰色土中 に灰白色火山灰 を 含 ん で い る 。 柱は柱痕跡 よ り 径約0 . 2 -

0 . 3  m 前後の円形を呈する 。 遺物は土師器杯 ・ 甕 • 高台付杯、 須恵器杯 ・ 甕 • 長頸瓶・蓋、赤焼

き 土器杯、 緑釉陶器皿、 軒丸瓦、 円盤状土製品 、 石製品 （砥石） 、 鉄製品（刀子）が出土 し て い る 。

5 B476 : 調査区南東部の地山上面で S B475と ほぼ同位四で検出 さ れ た桁行 3 間、 梁行

2 間の東西棟掘立柱建物跡であ る 。 建物の方向は南側柱列の円柱痕跡を確認 し て い る 1 間 目 か

ら 3 間 目 で見 る と 東で 7 度26分南に偏 し て い る 。 桁行柱間は 、 柱痕跡を確認 し て い な い柱穴 を

そ の 中心に想定す る と 北側柱列では西よ り 1 .73m 、 2 間分で約3.53m 総長約5.26m で あ る 。 南

側柱列では東よ り 1 .62m · 2 . 10m · 1 . 43m で総長約5. 15m で あ る 。 梁行柱間は西妻で北よ り

1 .71m 、 約1 .87m で総長約3. 58m 、 東妻では 2 間分で総長約3.69m を計る 。 柱穴は方形 ま た は

円形 を 呈 し 、 埋土は にぶい黄褐色土であ る 。 柱は柱痕跡よ り 径約 0 . 2 m 前後の 円形 を 呈 し て

い る 。 造物は 、 土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕 • 瓶が出土 し て い る 。
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5 9477 : 調査区中央部北側の地山上面で検出さ

れた桁行3間 、 梁行 1 間以上の東西棟掘立柱建物跡で

あ る 。 建物跡の方向は、 南側柱列の円柱痕跡を確認し

て い る 南西偶より2 間 目 で 見 る と東で1 3度02 分南に偏

してい る 。 桁行柱間は柱痕跡を確認していない柱穴を

その中心に想定する と、 南側柱列の西より約1 . 1 7m 、

約1.17m 、 約1 .64m で総長約 3.98mである。 柱穴は円

形を呈し、 埋土は灰黄色土で砂を主体と す る ものであ

る 。 柱lれ柱痕跡より径約0. 2 m 前後の円形である。 遺物

は土師器杯・甕、 須恵器高台付杯が出土して い る 。

S 8478 : 調査区南西部の地山上面で検出
I< 
1 した。 桁行 3間 、 梁行 1間以

上の西廂付建物跡である 。 S

8479建物跡、 S I<.520、 52 1 、

—s 04 525土坑、 S E 5 1 0井戸 跡と重

複があり、 S K525 土絋より

古く 、 SE510 の井戸跡より

新しい 。 S 8479 建物跡、

- S OS S E42 0 、 52 1とは 直接切り

合 い がなく、 新旧関係は不明
6m 

第 1 1 図 S B  478 実 測 図

で あ る 。 建物跡の方向は、

北側柱列の円柱痕跡を確認し

て い る 。 北西偶より 3 間 目 で見 る と、 東で10度04分南に偏して い る 。 柱間は、 柱痕跡を確認 し

ていない柱穴をその中心に想定す る と、 北側柱列の西より2 . 1 3m 、 1.97m 、 約1.94mで総長約

6. 04m である 。 身舎部分の柱穴は方形呈するのに対し、 廂部分の柱穴は円形または方形であり

規模も若千小さくなってい る 。 埋土は、 黒褐色土に地山プロ ッ クを含 ん で い る 。 柱は確認 さ れ

た柱痕跡より身舎部分で径約 0.2 m 、 廂部分で径0.15 - 0. 1 8m を計 る 。 遺物は、 土師器杯

・甕、 須恵器杯・ 甕が出土して い る 。

S 8479 : 調査区南西部の地山上面で検出された桁行 3 問以上 、 梁行 2 間の南北棟掘立柱

建物跡である 。 S 8478、 480、 486建物跡、 S K505 · 507· 5 2 1 · 52 3土砿と重複し、 S 8486建

物跡、 SK521 · 52 3土肱より新しく、 S K505土拡より古い 。 S8478· 480建物跡 、 SK507土

砿については直接切り合い がなく 、 新旧関係は不明である 。 建物跡の方向は、 西側柱列の北西
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偶から2間目 で見ると北で5度51 分東に偏し、 北側柱列の北西偶から 2間 目 で見ると東で 6 度

01分南に偏 し て いる。 桁行柱間は西側柱列の北 よ り 2. 0 l m · 2.39m で総長4.40 m まで検出 し た。

梁行柱間は、 北側柱列の西 よ り 1. 79m · 1. 91m で総長3.70m を計る。 柱穴は方形 状 を 呈 し て い

生 3,900m
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第 12図 S B  475•476 実 測 図

る。 埋土は黒褐色土に地山 プロ ッ ク 、 酸化鉄を含むものである。 柱は柱痕跡 よ り 径約 O. Z m 前

後の円形である。 追物は土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕な どが出土している。

S 8480 : 調査区西側のN層上面で検出さ れた桁行4間以上 、 梁行 2間南北棟掘立柱建物

跡である。 S 8 485 、 486建物跡 、 SK506、 513、 524、 527、 5 30土砿 、 SX 544特殊遺構 、 S D

533溝跡と重複し、 S 8485 建物跡、 SK 5 1 3土拡よ り 新し い。 他の遺構群については直接切 り

合いがな く 新旧関係は不明である。 また、 建物跡の方向 、 柱間についても柱抜き 取り穴及び柱痕

跡 を検出していないため不明である。 柱穴は方形 を 呈 し、 埋土は黒褐色土に地山プロ ッ ク 、 炭

化物 を 含む。 遺物は土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・甕• 長頸瓶が出土している。

S 8481 : 調査区南東偶の地山 上 面で検出した桁行 1 間以 上、 梁行 1 間以上の掘立柱建物

跡である。 S 8 482 建物跡と重複して お り 、 これより新しい。 柱穴は方形 を呈し、 埋土は黒褐

色土に地山プロ ッ ク を 含むものである。 追物は土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕 • 長頸瓶が出土し

ている。

S B482 : 調査区南東偶の地山上面で検出した桁行 3間、 梁行 2間以上の東西棟掘立柱建

物跡である。 S 8 481 建物跡と重複しており 、 これ よ り 古い。 建物跡の方向は、 柱痕跡を検出

している北側柱列の北西偶から 3間 目 で見ると東で 3度31分南に偏している。 桁行柱間も同柱

列で見ると西よ り 1 . 68m 、 1.91m 、 1.93m で総長5.52m である。 柱穴は方形 を呈し、 埋土は灰
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第13図 S B  479•486 実測図

白色土である 。 柱は柱痕跡 よ り径約0.2 m 前後の円形を呈して い る 追物は土師器杯 ・ 甕、

恵器杯 ・ 甕が出土している 。

須

S 8483: 調査区中央部南側地山上面で検出した桁行 3間、 梁行2 間の南北棟掘立柱建物

物跡である 。 柱穴の大部分が柱抜 き 取 り 穴のため方向、 柱間等は不明である 。 S B 488· 489 

建物跡と重複し、 後者よ り 古 く 、 前者とは直接切 り 合 いがなく 、 新旧関係は不明である 。 柱

穴は方形を呈し、 埋土は灰黄褐色土である 。 迫物は土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕 • 瓶が出土し

ている 。

S B484 : 調査区北西部の地山上面で検出した桁行 3間以上 、 梁行2間の南北棟掘立柱建

物跡である 。 建物跡の方向は 、 ほぼ発掘基準線 に沿っている 。 S X 544特殊遺構と重複してい

る が、 直接切 り 合いがな く 新旧関係は不明であ る 。 柱間は 、 柱痕跡を確認していない柱穴をそ

の中心 に 想定 す る と、 南側柱列西 よ り 2 間分総長約2.39m 、 西側柱列南よ り 2間分で総長約2.

66m ま で検出した。 柱穴は方形もし く は円形を呈す る ものである 。 遺物は、 土師器杯 ・ 甕、 須

恵器高台付杯・甕 • 瓶が出土している 。

S 8485 : 調査区北西部の地山上面で検出した桁行2間、 梁行2間の総柱建物跡である 。

S D534 溝跡と重複し、 これらより古い。 建物跡の方向は 、 ほぼ発掘甚準線に沿っている 。 柱

間は 、 北側柱列の西より1.66m · 1 .  93m で総長3. 59m 、 西側柱列の北 より1.97m · 1. 64m で総
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第 14図 S B  480•485 実 測 図

B
 

A � 3,800m 長3.61m 、 東側柱列北 よ り l . 96 

m · 1 .93m で総長3.89m 、 南側

柱列西 よ り 1 . 43m · 1.86mで総

長3.29m であ る 。 柱穴は方形を

呈 し 、 柱は柱痕跡よ り 径約0.2

m 前後の円形 を 呈 す る 。 追物は

土師器杯 ・ 甕、 須恵器甕が出土

し て い る 。

S B486 : 調査区西側の地

3m 

第 1 5 図 S B  481 •482 実 測 図

山上面で検出 さ れた桁行 2 間以

K、 梁行 2 間の南北棟掘立柱建
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E 08  E09 物跡である 。 SB 4 79 · 480 
I I 

建物跡、 SK505 · 507土城
or 

S 0534 溝跡と重複 し 、 S

B479 建物跡より古 い。

S02- 脩＾ ＼ �I ノ
他の遺構については、 直接

切り合いがなく新I日関係は

不明である。 建物の方向は

ほぼ発掘基準線に沿ってい

·� ＾唸Q い�,>ノ。シ -� 長約5. 13m ま で検出 し て い
S B 483 

I る。 柱穴は円形 を呈する。

甘
遺物は土師器杯 ・ 甕、 須恵,_ 3,900m -1 ， 3m 

l 器杯 · 甕が出土 し ている 。

第16図 S B  483•488 •489 実測図
S B 487 :  調査区中央部北側の地山上面

で検出 し た桁行 2間総長約3. 78m 、 梁 行 1 間

以上約1.58m の東西棟掘立柱建物跡である。

S 8 477建物跡と重複 し 、 こ れ よ り新 し い柱

穴は円形も し く は方 形 を 呈する。 埋土は暗褐

色土で地山プロ ッ ク 、 焼土粒子 を含んでいる。

柱痕跡は径約 0 . 2m前後の円形である。 遺物S02 � - "'む
ゃR ⑦ 

:.=:. I 出
は出土し ていない。゜ 珈

第1 7図 S 8 484 実測図 S B488 : 調査区中央部のN層上面で検

出 し た桁行3間 、 梁行 2間の南北棟掘立柱建物跡である。 S 8 483 · 489建物跡、 SK494 · 495 

土砿と重 複 し 、 SK494 · 495 土砿より古 い。 S 8483 · 489建物跡については直接切り合いがな

く 新旧関係は不明である。 建物跡の方向及び柱間寸法も全て抜き取り穴のため不明である。 遺

物は土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕、 赤 焼き土器杯、 灰釉陶器椀 · 耳皿、 円面硯、 鉄製品（釘）が出

。
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る。柱間は、柱痕跡を確認

していない柱穴をその中心

に想定すると、北妻では東
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西側桁行柱間は 2間分で総
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土している。

S 8489 :  調査区中央部の地山上面で検出 し た桁行2間、 梁行 1間の東西棟掘立柱建物跡

である。 S B483建物跡 、 S K51 7土城と重複し、 前者より新しいが、 後者については直接切り

合いが な く 、 新旧関係は不明であ

る。 建物跡の方向については、 柱

痕跡を検出していないため不明で

ある。 桁行柱間は、 柱痕跡を確認

し て い な いため柱穴をその中心に

想定すると、 北側柱列の西より約

1.89m ・ 約2.0 4m 、 総長約3.93m
S_ Qs�· 

で梁行柱間は東側柱列より約3. 19

mを計る。 柱穴は円形を呈する。

遺物は土師器甕、 須恵器杯が出土

している。

を 3,900m z
 

E
1
11 

叩

S 8490 : 調査区南東部の地

山上面で検出した桁行 5間 、 梁行

2間の東西棟掘立柱建物跡である。

S B 482 建物跡と重複しているが 、 直接切り合いがな いため新旧関係は不明である。 柱痕跡は

円形を呈する。 遺物は土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕 • 広口瓶、 灰釉陶器椀、 円盤状土製品が出

゜ 6m 

第 1 8 図 S B 490 実 測 図

土している。

S 8491 : 調査区北東部のN層上面で検出し た桁行約2. 86m ( 2間分）、 梁行約2.68m

( 2間分）の南北棟掘立柱建物跡である。 S B474建物跡と重複し、 これより新しい。 建物跡

の方向は、 柱痕跡を確認していな いものもあり不明である。 柱穴は円形を呈する。 柱痕跡は径

約0.18m の円形である。 遺物は土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯・甕、 須恵器甕、 赤焼き土器杯が出土

している。

S 8492 : 調査区北東部の地山上面で検出した桁行約4. 09m ( 2間分）、 梁行約3. 72m の

東西棟掘立柱建物跡である。 建物跡の方向は、 柱痕跡を確認していな いものもあり不明である。

柱穴は円形を呈する。 柱痕跡は径約0. 1 5 m の円形である。 遺物は土師器杯 ・ 甕 、 須恵器杯 ・ 甕

が出土している。

21 
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(2) 井 戸 跡

S E504 : 調 査区 の ほ ぼ 中 央 IV 層 上面で検出 し た。 大 木 を 半裁 し た も の を く り ぬい て そ

れ を 合せた井戸側 を 持つ構造であ る 。 掘 り 方は隅丸方形 を 呈 し 、 一辺約 2 m 、 深 さ 2 . 8 m を 計

る 。 井戸側 （第19図®-⑧） は南側のA が全長135cm、 最大幅 85cm、 最大厚 8 cm、 北側の B

が全長162cm、 最大幅84cm、 最大厚 8 cm を 計 る 。 両井戸側の両端には 2 な い し 3 ケ所に方孔が

穿 た れ て お り 、 一部は 、 樺皮が残存 し て い る 。 エ具痕は幅lfunほどで、 内側 に比較的明瞭に認め

ら れ る 。 樹種はA · B と も に ヒ ノ キ科 ネ ズ コ 属であ る 。 井戸底 に は 水溜め等の施設は検出 さ れ

な か っ た 。 井戸内埋土は 5 層 ま で分層 さ れた 。 し か し 井戸側内 に つ い て は 、 半戟 し て掘 り 下 げ

る こ と が不可能であ っ たため不明 な と こ ろ が あ る 。 2 · 3 層 に は灰白色火山灰が多黛 に 入 っ て い

る 。 出土遺物は井戸側内埋土 中 の も の がほ と ん どで、 特に木製品が井戸底付近 か ら 多鼠に出土

し た 。 土師器杯 · 甕 ・ ミ ニ チ ュ ア壺、 須恵器杯 • 瓶、 土錘、 鉄製品 （刀子） 、 木製品 （斎串 、

櫛 、 立体人形 、 下駄、 椀、 弓） があ る （第20 · 21図） 。

S E510 : 調査区のほぼ中央S E 504の南側に隣接し 、 地山上面で検出 し た 。 重 複 関 係 か

ら S B478、 S K509 よ り 古い。 方形の木組の井戸側 を 有 し て い た と 思 わ れ る 。 掘 り 方 は 隅 丸 方

形 を 呈 し 、 長軸 3 m 、 短軸2.5 m 、 深 さ 1 .65m を 計 る 。 井戸底付近で立杭 2 本 と そ れに組む

板材を検出 し た 。 板材について は原位置 を と どめ て い な か っ た 。 土層観察 に よ る と 、 井戸底面

か ら 約70cmの と こ ろ ま でに 、 掘 り 方埋土と 井戸側内埋土 を区別す る 立 ち 上 が り の ラ イ ン が認め

ら れた 。 井戸内埋土は 9 階 に 分層 さ れ た 。 1 - 6 層 ま でが地山プロ ッ ク を 多 く 含む人為的な

埋戻 し 土 で あ る 。 8 層 が掘 り 方埋土 、 7 層 が井戸側内埋土であ る 。 遺物は土師器杯 ・ 甕、 須恵

器杯 （回転糸切 り の も の と ヘ ラ 切 り の も の と があ り 、 回転糸切 り の も のは再調整 を 加 え た も の

が多い 。 ） 高台杯 · 蓋、 木製品 （筒形） が出土 し て い る （第22図） 。

(3) 溝 跡

溝跡は調査区全域 に わ た っ て総数28粂検出 し て い る 。 以下主要 な も の に つ い て記述す る 。

S 0545 : 調査区のほぼ全域、 地山上面で検出 し た 小溝群であ る 。 こ れ ら は北で東に若干振

れ る 程度でお さ ま る 方位の共通性 を も つ。 さ ら に こ れ ら に 直 交 す る 一 群 も 存 在 す る 。 確認でき

る 長 さ は 各 々 一様では な い が、 幅20-30cm、 深 さ 10cm前後 を 計 る 。 重複関係では他のすべての

遺構に切 ら れ る た め 、 本調査区検出迫構の中で最も 古い遺構の一群 と す る こ と がで き る 。

この他、 検出面 、 重複関係 、 追構の規模等から 、 こ れ ら 小構群に該当 し な い溝跡 に つ い て 以

下に記述す る 。

S 0534 : 調査区西半部、 地山上面で検出 し た南北方向の溝跡であ る 。 重複関係 か ら S K

507 · 513 、 S 8479 · 480 · 485 · 486よ り 古い。 方向は N-12<:_ E であ る 。 確認で き る 長 さ は約

.. 
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土屈註記

SE504井戸側実測閑

シ ル ト と 木炭粒が斗改位ま じ る l IOYRX 灰黄褐色 シ ル ト 木炭粒含む

SE 510 
゜ 3m 

5 IOY RX 黒褐色 シ ル ト 木炭粒、 地11.J プロ ッ ク 含 む

灰f'-1色火山11<.の自然堆禎府

5 10 G X II沿緑l六色 砂質シ ル ト グラ イ 化

6 JOY R¼ Iこぶい黄杞 シ ル ト （掘り 方埋土）

2 IOY RX 黒褐色

ヶ

々
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々

ヤ
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粘土
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6 ,, ,, 

7 IOYRX !J.\ 色 粘±

8 7 5 Y % オ リ ープ箭 ，, 地山プロ ッ ク含む（掘り方坪土）

第19図 S E  504•51 0 実 測 図
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第20図 S E  504 井戸跡出土遺物実測図
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第21図 S E 504 井戸跡出 土遺物実測図 （禾製品）
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14mで、 幅 l m、 深さ25cmを計る 。 埋土は

褐灰色シルトの単層で人為的な埋戻しであ

る 。 遺物は須恵器片が出土している 。

S 0535 : 調査区東半部の北側拡張区

北壁近くの地山上面で検出した東西方向の

溝跡である 。 重複関係から S 8 47 4より新

しい。 方向はN-10
<:_

E であ る 。 確認でき

る長さは14.7 m で、 幅50cm、 深さ10cmを計

る 。 埋土は褐灰色シル ト の単層である 。 遺

物は、 土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕の破片

が若干出土している 。

S 0536 : 調査区東半部の北側拡張区

S D535の北側に隣接して検出した。 重複

関係よりpit より新しい。 方向は S D

535とほぼ平行する 。 確認できる長さは6.5

m で、 幅30cm、 深さ4 cmを計る 。 埋土は褐

第22図 S E  5 1 0 井戸跡出土遺物実測固 灰色 シ ル ト の単層であ る 。 遺物は土師器甕 、

須恵器杯の破片が出土している 。

S D537 : 調査区ほぼ中央の南壁付近で検出した東西方向の溝跡で 、 南壁近 く で屈曲する 。

重複関係から S X548 より古 く 、 SK514 ·546より新しい 。 確認でき る長さは4.6 m で 、幅 30

cm、 深さ 8- 1 0cmを計る 。 遺物は須恵器杯・甕の破片がわずかに出土してい る 。

S D538 : 調査区のほぼ中央付近のN層上面で検出した逆 L 字型に屈曲する溝跡である 。

重複関係から S X549·550、 S D545より新しい。 確認できる長さは約5mで、 幅30cm 、 深さ

5 - 10cmを計る 。 埋土は褐灰色シルトの単層で焼土粒を多く含む。 遺物は土師器杯 ・ 甕、 須恵

器杯・甕、 赤 焼き土器杯が出土してい る （第 3 図10- 1 6 ) 。

(4) 特殊遺構

s x543: 調査区東半部のほぼ中央、 S 847 4の南側に隣接し、 N層上面で検出した。

Pi t と重複しておりこれより新しい 。 平面形は不整方形で、 長軸1.4 m、 短軸0.6 m、 深さ

20cmを計 る 。 方向は E-19� S である 。 埋土は黒褐色シル ト層で5 -1 0cmの厚さを計る 。 層 中

には灰白色火山灰粒が含まれ る 。 追物の出土状況は検出面では土圧でつぶれて破片となってい

た （第23図④）が 、 そ れを除去したと ころ土師器、 赤 焼き土器杯等が混在して 3-4枚重なっ
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図

て
い

る
状

況
（

第
2

3図
⑧

）
が

認
め

ら
れ

た
。

ま
た

破
片

に
つ

い
て

も
ほ

と
ん

ど
が

接
合

関
係

に
あ

る
た

め
埋

納
時

に
は

す
べ

て
完

形
で

あ
っ

た
と

推
定

さ
れ

る
。

内
面

に
は

油
煙

等
の

付
培

物
は

見
ら

れ
な

い
。

総
点

数

（破
片

も
含

む
）

は
265

点
以

上
に

の
ぼ

る
と

み
ら

れ
る

（
第

7
表

）
。

E
0

5
 

こ
の

他
、

埋
土

中
（

検
出

面
）

よ
り

瓶
も

し
く

は
水

注
の

可
能

性
の

あ

る
青

磁
の

口
縁

～
肩

部
に

か
け

て
の

破
片

が
出

土
し

た
。

内
面

に
は

化

粧
土

を
施

し
て

い
る

（
第

31図
38)

。

S
 X

544
: 

調
査

区
の

西
半

や
や

北
寄

り
に

位
置

し
、

地
山

上
面

で
検

出
し

た
。

S
B

481
と

重
複

す
る

が
、

直
接

の
切

り
合

い
を

も
た

な
い

た
め

新
旧

関
係

は
不

明
で

あ
る

。
平

面
形

は
不

整
楕

円
形

で
、

長

径
0

.7
m

、
短

径
0

. 5
m

を
計

り
、

中
央

に
強

く
粘

土
が

焼
け

て
い

る

土
と

、
そ

の
周

辺
が

酸
化

し
て

い
る

土
が

認
め

ら
れ

た
。

方
向

は
発

掘

基
準

線
に

ほ
ぼ

一
致

す
る

。
土

層
は

1
層

が
焼

け
た

粘
土

層
。

2
層

が

こ
げ

土
と

焼
土

の
混

じ
る

層
で

あ
る

。
厚

さ
は

前
者

が
5

cm
、

後
者

が

2
 cm

を
計

る
。

遠
物

は
出

土
し

て
い

な
い

。
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(5) 土 砿

こ れ ら に つ い ては主要 な も の を以下の表 に示 し た。

遺 構 名 平面形

S K494 円 影

495 方 形

496 惰円影

497 不蟄影

49a 惰円形

499 円 形

泌 力 影

切I 不笈形

502 不整形

503 Pl 形

霙 Pl 形

臨 惰l'l形

507 1i 形

508 lffPl形

函 招Pl形

511 惰円形

512 11 形

513 附Pl影

514 Pl 影

515 ブi 影

516 1/fl'lfク

517 楕l'I影

518 不9ぇ彩

519 不怯形

520 1; 彩

521 fll 形

522 1i 形

523 不怯彩

524 不位形

525 1; 形

526 1; 形

527 円形？

528 不繁形

529 力 形

530 不口影

531 不整影

532 不整影

検 出 面

L - IVJII .l: 面

L - 11'/ff J: 面

地山J:

地山J: ( し · IVとの関係は不明）

L · IV JK �iii 

L · IV/lf t:iii 

L - IVi.-4 � 面

L - IV /If I, 頑i

L - IV� I·.  面

地111 l:tL - 11 と の間9ふは不明）

地11J l:IL - IVと の関係は不明）

L - IVl\'l I: 面

地Iii l:(L - IVと の間係は不明）

L - IVll'1 le面

L - IVW I·. 而

地1h I: 

L - N'->! I: 面

L - II'1M I: 面

地111 1:1 L - II' との関係は不ll/11

11!11』 Isl L · II' との関係は不BIil

地th I: 

地1 11 I: 

地111 1:

地111 1:1 L · IV と の関係Iが不'"'

地1 11 I : ( L ·  �· と の関係は不111)

地1h J·. ! L · JV と の関係は不剛I

L . fl'l(<f 

地Ill l:l l · IV と の関係は不PJI)

地1111:

地111 1:1 L · IV と の関係は不11/1>

地,,, ト・ ( l - JI' と の関係は不町｝

地1111:

地,u�-
地ILl tC L · II'との関係は不明）

L - 1\'Jf'f l:iii 

地11』 I: < し · II' との関係は不明）

地山 I·.( L · II' と の関係は不庸ll

規段（長輪X短ftX深さm)

2.32 X 2.13 X ― 

2.63X2. ねXO蕊（贔＊）

2. SOXI 89l'.Ll:X0.34(贔ガ

I.SI X 1.28 X 0.16 

1.53 XO.IS(贔!*)

1.54 X 1.21  X 0.12 

2.79 X 2.12 X -

1.42 X0.12 X ― 

1.9 X U X O  22 

1.69 X ー一 X O56 

2.89 X 2.46 X 0.5 

3.53 X 2.92 X 0.24 

2.lm X一 X 0.39 

Z.06 X 1.89 X 0.17 

1.42 X 0.11 

l.33 X X 0.12 

2.91 X — X 0.22 

2.08 X 1.73 X - — 

I 22 X 一X 0.15 

0 86 X 一 X 0.35 

3.53Xl .56X0.14 

置 柑 関 係

S K495 · - •  S K494 

S K 49S · • S K4� ヽ

S K4吟-s K502 

S B475-S KSOIーS B476 

S K499―· S  KS02一 S 
S 

B
B

4

4

7
76 

5 

S D541 —• S K506 

S 0534 一S K507 

S E510 • S K509 

S KS12 ー 一 S Bヽ7ヽ

S 8485-S K•s9→ S 8480 

S K51l -S D537 

S K526 · • S KSIS 

S K516 一 S B474 

S K518 ー S K517 

S KS18 • S KS17 

S K519 一S E483 

S K52$ 一S K520 

S K52S 一S K520 

第 2 表 土 i広 の 概 要

持 記 事 項

壻土に「K白色火山灰を含t·

炭化物． 娩土プロ ッ ク を含t-

非 0 ク 0土師口出土

J1l:tにf,ifJ色火山仄を含t:

汽土1こll<FI色火1J成を含じ

丙絡信えにさ分れ 布た
。
す る A ll!給去1食

氾り方の可能nr; り

AIMをtlJっている。

蝙 膏

左失fl11がh攪て
乱
い

に よ っ て
わ る．

北び悧てはお閃り 査全区芥外
は不

に 址明

f悧償lよ綱
り

立
全

区
容

t�に延
11/1 びてお は不

北て
何

い
,る

is
た
訂

め
訳

全
外計はに廷不閾びJ 
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SK508 
l JOY RX 褐灰色 シ ル ト 灰白色火山灰粒
2 JOY RX 褐灰色 シ ル ト 灰白色火山灰プロ ッ ク

瓜褐色 粘土質 シ ル ト 3 JOY R½ 灰黄褐色 シ ル ト ク
にぶい黄橙色 砂代 シ ル ト 4 IOY R X  にぶい黄橙色シ ル ト
瓜色シ ル ト
黒色枯土

0 3m 
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SK 506 1 lOY RX 瓜褐色 シルト
2 lOY R½ 黒褐色 シルト
3 lOY R.}{ II紆褐色 シIりト

．云頑彎
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l JOY RX 黒褐色シル ト
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SK501 1 
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2 JOY RX ,, 

3 lOY RX にぷい黄褐色 シ ル ト
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E 1 1  

S 02ー が
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S K 516 1 JOY RX 褐灰色シ ル ト

SK514 
l lOY RX 褐附色シ ル ト
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SK521 1 lOY R X 灰黄出色 シ ル ト

T
 

S K  512 I 7.5 y R X 瓜褐色 シ ル ト
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�A;t 
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V 考 察
( 1 ) 遺 物

施枯陶器

今回出土 し た 施釉陶器は破片数にして195点を数え、 そ の内訳は灰釉陶器153点（内底部片1 8

点）、 緑釉陶器33点（内底部片5点）、 青磁4 点、 白磁4 点、 褐釉陶器 1 点である 。

これらを器種別 に み ると、 灰釉陶器には碗 • 段皿 • 耳皿 • 瓶• 取手付瓶が、 緑釉陶器には椀

• 段皿• 三足盤 ・ 耳皿が、 青磁 には碗 • 小瓶が、 白 磁 に は碗が認められた。

灰釉陶器は、 図化できたものが15点ある 。 胎土はほとんどが灰白色および灰色を呈し、 焼成

は堅緻である 。 釉の色は淡緑色と明灰色の2 者に大 別される 。 以下 、 器形 、 成形 、 調整 、 釉調

等から椀を タ イ プ分類してみると、 2 者に分けられる 。 I 類（ 第 3 図24他 ） ： 1本部が比較的

内湾 し ながら緩やかに立 ち上がり、 口縁端部が強く外反する 。 高台はいわゆ る 三ケ月高台で、

外面底部は回転ヘ ラ ケ ズ リ および、 回転ナ デ調整が施される 。 また体部下半にも回転ヘ ラ ケ ズ

リ カ愧される 。 施釉方法は刷毛塗りで内外面 に施釉されている 。 内面,:こは重ね焼きの リ ング状

痕跡が残る 。 II類（第9 図 6 ) : イ本部が比較的直線的に立 ち上がり、 そのまま外反せずに 至 る

ものである 。 高台はイ本部の底部際に付けられ、 外面底部には回転糸切り痕が残る 。 施釉方法は

漬け掛けによって 口縁部付近の内・ 外面に施釉される 。

これらの I · II 類については、 東海地方の猿投窯編年による 黒笹90号窯式・折戸53号窯式に

そ れ ぞれ比定することができる 。 屎的には、 I 類が そ の大半を占め、 II 類については図化資料

が 1 点、 口縁部破片 1 点が確認されたのみである 。 産地はそ のほとん どが東濃産と推定され る 。

他の器種についても、 黒笹90号窯式に併行する東濃産のものであろう。

緑釉陶器は、 図示できた資料が 3 点ある 。 胎土は暗灰色で硬質なもの 、 灰白色で軟質のもの、

釉の色には大別して濃緑色と淡緑色とがある 。 第 3 図23は推定口径16. 8cm、 器高2. 9 cmを計る

いわゆる 三足盤である 。 第 8 図2 · 24は底部破片資料である 。 後者が貼付高台で、 高台内面に

沈線状の段を有する 。 前者の高台は削り出し高台で、 器内面には重ね焼きの痕跡が認められる 。

前者については高台の特徴から京都産 、 そ れ以外のものについてはおおむね猿投窯産（ 註 1)

と 推定され る が、 一部尾北のものも含まれて い る 。

褐釉陶器 （第 8 図3) は、 瓶もしくは水注 と 考えられ、 胎土は褐色で白い粒子を混入する 。

釉は黄褐色で、 釉溜りでは暗褐色に発色している 。 中国産、 唐代の製品とみられる 。

冑磁は固示できた資料（第31図38) が 1 点あり、 瓶もし く は水注と考えられる 。 これは短く

直立する口頸部と瓜割りにした胴部からなり、 肩部に小形の縦耳の残欠を残している 。 胎土は

淡黄褐色を呈しやや粗質である 。 化粧土は灰白色で内外面にみられ、 釉は暗黄緑色で外面全て

31 
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3 lOY RX m褐色シ ル ト

A 
- 3,900m 

ド惰五�元 ’心�
SK546 

― SK 523 

K 

:こ�
瞑

fl: 3,8 00m 二，

1 lOY RX 灰黄褐色
シ ル ト
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SK532 
1 lOY RX 
2 lOY RX 
3 lOY RX 

SK530 
1 lOY RX 褐灰色 シ ル ト

地山プロ ッ ク を若干含も. 0 
2 IOY RX にぶい黄朽色 シ ル ト 人偽的

黒褐色 粘土代 シ ル ト 地山土 に 艮 ＜ 似 た土（黄色土）主体
褐灰色 シ ル ト 3 IOY RX 黒褐色枯土炊 シ ル ト ｝ 埋 め 戻 し

灰黄褐色シ ル ト

A- 3,900m と -=.N01 
I\ 

� 
SK529 

3m 

第27図 土 拡 実 測 図 (3}

と 頸部内面 ま でか け ら れ て い る 。 この他に碗の底部 ・ ロ縁部 ・ 体部片が各 1 点ずつ あ る 。 底部片

の高台は い わ ゆ る 輪高台の も の であ る 。 後 者 ら に つ い て は越州窯系青磁 と 考 え ら れ る 。 （ 註 2 ) 。

白磁は図示で き た も の は な い が、 口縁 ・ 体部 ・ 底部の破片 があ る 。 口縁部資料 は 口 縁 を 折 り

返 し た際 に小孔が断 面 に 見 え る も の で あ る （写真図版7 · 18 ) 。 底部資料は蛇目 高台の も の で

あ る （写真図版 7 · 19) 。 こ れ ら の特徴 か ら 定窯系の白磁 と 考 え ら れ る 。

S X 543出土土器について

本遠構出土土器組成 に つ い て は 第 7 表に示 し た 通 り で、 土師器杯、• 高台付杯 ・ 甕、 須恵器杯、

赤焼 き 土 器杯 • 皿の器種が認め ら れた 。 主体と な っ て い る のは杯で あ る 。 杯のみの器種比率は

土師器33% ・ 須恵器 1 % · 赤焼き 土器66%であ る （ 註 3 ) 。 土師器杯の法凪は 口径12.5-16 . 1

cm · 平均13. 5cm、 底径5 . l cm -7 . 3 cm · 平均6 . 0 cm、 器高3 . 9 cm-6.7 cm · 平均4 . 7 cm、 口 径

： 底径 が 1 : 0.36-0.51 で平均0.42、 口 径 ： 器高 が 1 : 0 . 3  -0.4 で平均0.33で あ る 。 赤焼 き
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第28図 SX543 出土土器実測図 （土師器）
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土器杯は 口径1 2 . 6cm-16.2cm · 平均13.8cm、 底径4. 8cm-7 . 2  cm · 平均5.8 cm、 器高3.8 cm-

5 . 9  cm · 平均4.5 cm、 口径 ： 底径 が 1 : 0.34-0. 53で平均0.42、 口径 ： 器高 が 1 : 0.26-0.39 

で平均0 . 33であ る 。

図化でき た資料は土師器杯50点 · 甕 2 点 、 赤焼ぎ 土器杯135点 ・ 皿 2 点 、 須恵器高台付杯 1

点であ る 。 以下 、 図化 し た も の を対象に特徴を記述 し て い く 。

〈土師器〉

大型杯

2 点あ る （第28図44 · 45) 。 法凪は口径17.9cm ・ 20. 3cm、 底径6.9 cm · 7 . 3  cm、 器高5 . 9 cm 

· 6. 7 cmで、 底口比が 039 · 0.36、 高 口 比が と も に0.33であ る 。 底部の切 り 離 き 技法 は 回転糸

切 り で無調整である 。

杯

図化でき た も の が48点 あ る 。 口径は12.Scm-16.lcmに分布 し て い る が、 ほ と ん どが （約 9 割）

13cm-15cm の 間 に収 ま る 。 底径は5 . 1 cm-6.8 cm に分布 し て い る が 6 cm前 後 に 集中 す る 。 平均

6 . 0  cmで あ る 。 器高は3 . 9 cm-5.4 cmに分布し 、 4 cm- 5 cm の 間 に 多 く 集中 し て い る 。 平均4.

7 cmで あ る 。 底口比 （口径 ： 底径） は 1 : 0 . 36-0.51で、 平均0.42で あ る 。 高 口比は0.3 -

0.4 に収ま る が器形が全体 に 口 径 に 対 し て器高が低く やや扁平な感 じ の も の I 類 ： 0.30-0.34 

と比較的深い器形の も の II 類 ： 0 . 35.....,0.4 の 2 者に分け ら れ る 。 こ れ ら の杯はすべて ロ ク ロ

調整 さ れて お り 、 内 面 に は ヘ ラ ミ ガキ • 黒色処理が施 さ れ て い る 。 底部の特徴 に は A : 回転糸

切 り 整整の も の 、 8 : 回転糸切 り で周縁に手持 ち ヘ ラ ケ ズ リ 調整が施さ れ る も の 、 c : 底部全

面 か ら 周縁 に か け て 手持 ち ヘ ラ ケ ズ リ 調整が施 さ れ切 り 離 し が不明 な も の が あ る 。 た だ し B ·

C につ い て は 4 点 （註 4 ) と 非常に割合は少 な い 。

〈赤焼き 土器〉

杯

図化でき た も の が135点 あ る （第29-31図） 。 口径は12.6cm-16. 2cm に 分 布 し 、 約 9 割が

13cm-15cm の 間 に集 中 す る 。 平均13.8cmであ る 。 底径は4.8 -7 . 2  cm に 分布 し 6. 0 cm に一

時 ピー ク があ る が、 5 . 0 cm-6 . 5  cmの間 に 9 . 5 割が集中す る 。 平均5.8 cmで あ る 。 器高は3.8

cm-5.9 cmに分布 し 4 . 6 cm を ピー ク と し て単純滅少 し て い る 。 4 cm- 5 cmの 間 に 約 9 割が収ま

り 平均4.5 cmで あ る 。 底口比は0.34-0.53で、 0 . 4 cmに一時 ピー ク が あ る も の の 総 じ て み る と

0 . 4  -0.43を項点 と し 単純滅少 し て い る 。 平均0.42であ る 。 高口比は0.26-0.39で、 大半がo.
3 -0.35に集中 し て い る 。 平均0 . 33であ る 。 こ れ ら の法屈デー タ よ り 、 そ の ほ と ん どがあ る ピ

ー ク を も ち 、 そ れ か ら 単純滅少 し 上下対称の グラ フ に な る こ と か ら 、 特に細分 し て分類は行っ

て い な い。 こ れ ら の杯はすべて ロ ク ロ 調整 さ れ て お り 、 切 り 離 し 技法 は 回転糸切 り で無調整で
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SX543 
土師器杯

第5 表

S X 543 
赤焼き土器杯
杯の口径 ： 底径比

Jil層赤焼 0 2 
き土器杯

SX 543 SX543 
土師器杯 赤焼き土器杯

第6 表 杯 の 口 径 ： 器高比

m陪赤焼
き土器杯
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土 師 器 須 恵 器 赤 焼 き 土 器

杯 甕 高 台 杯 高 台 杯 杯 皿

回 底 回
� 

不 内 回 木 回 回 静 回 回
転 部 転 面 転 転 転 止 転 転
糸 周 糸 f ヘ 糸 葉 糸 ヘ

糸 糸 糸縁 切 明 ラ 切 ラ
切 手 り ミ り 痕 切 切 切 切 切
り 持 の

塁
ガ り り り り り

ち ち
ヘ 体

， 
． 

ラ 部
ケ 下
ズ 端
リ ＼ ヘ 理

ぇ祈
7 5 4 2 2 2 1 1 1 1 1 7 3  3 

8 7 ( 3  3 % )  2 ( 1 %) 1 7 6  ( 6  6 %) 
A ロ 計 2 6 5  ( 1 0 0  % )  

第 7 表 SX543 出土土器組成表 （底部破片 も含む全賓料対象）

あ る 。 ま た 、 体部外面 に ロ ク ロ 調整 す る 以前の斜行する 粘土紐痕が認め ら れ る も の も あ る 。

皿

図化で き た も の が 3 点 あ る （第31図34-36-) 。 こ れ ら は 、 口径13.lcm-13.8cm、 底径5.7 -

6.3 cm、 器高2.2 cm-2.6 cmと な る 。 底口比が0.41-0.48、 高 口 比 が0.16-0.20で あ る 。 底部

の切 り 離 し 技法はすべて 回転糸切 り で無調整で あ る 。

さ て 以上のよ う な内容を持つ土器群 に つ い て は 、 隣接す る 第 4 次調査区でも検出 ( S K161 

土拡） し て お り （註 5 ) 、 両者をほぼ同時期の も の と 考 え て い る 。 S K 161 土拡の年代 に つ い て

は灰白色火山灰 （註 6 ) と の関係か ら 10世紀前半頃 と推定 し て い る 。 ま た 、 多賀城跡内出土土器

と 比較 し た場合では 、 10世紀前半頃と さ れて い る E群土器 （註 7 ) の様相に類似する 。 し た が

っ て本遺構出土土器群は こ れ ら の年代観から 10世紀前半頃 と す る の が妥 当 か と 思 わ れ る 。

土拡の性格 に つ い て は 、 そ の出土状況か ら 多批の土 器 を 一括 し て埋納 し た も の で あ り 、 非常

に特異な状況であ る と い え る 。 こ の よ う な 一括 し て埋納した例は 、 前述の山王遺跡第 4 次調査

の S Kl61 土城、 高崎遺跡井戸尻地区検出の土城の例が知 ら れて い る 。 前者では 、 道路跡に隣

接す る こ と や、 杯内面に付着する 油煙状付着物に普目 し 「万燈会」 に 関 わ る1義式に使用 さ れ廃

棄 し た も の と 考 え て い る （註 8 ) 。 ま た井戸尻地区の杯 に も 同様な付着物がみ ら れ る （註 9 ) 。

今回検出 し た S X543 出土の杯に つ い て は 、 出土状況か ら す る と 類似す る 面 も あ る が、 杯の内

面 に は ま っ た ＜ 付箸物は認め ら れ て い な い 。 こ の よ う な こ と か ら すれ ば、 「万燈会」 等の性格

， 

’ ． 

キ

黒
色
処



と も異 な る も の と 思わ れ る 。 本土砿 を 考 え る 上では本地区検出の遺構の性格 も 係 っ て く る も の

と 考 え ら れ る 。 それは、 国守の館と 考え ら れ る S 8474四面廂付建物跡の存続期間に相当 し 、 こ

こ に隣接 し て埋納 さ れ た こ と であ る 。 こ の こ と は、 何ら かの儀式が国守の館で と り 行 われた後に

使用 し た杯 を一括廃棄 し た こ と を示 し て い る ので あ ろ う か。 興味深い例であ り 、

て い き た い。

さ ら に検討 し

(2) 遺 構

今回の 第 9 次調査では古代の四面廂付建物跡 を は じ め と す る 多 数の掘立柱建物跡、 井戸跡、

土器埋納遺構、 溝跡、 土城等を検出 し た。 こ こ では遺構期の設定 と 年代 に つ い て検討し 、 そ の 後

に検出遺構の性格に つ いて触れ る こ と にす る 。

1 . 遺構期の設定

本調査では 、 掘立柱建物跡19棟 、 井戸跡 2 基、 土器埋納遺構 1 基、 溝跡28粂、 土拡40基を検

出 し た。 こ れ ら の内主要 な も の を 、 検出面 と 基本層序、 遺構相互の重複関係よ り 整理す る と 次

の よ う に な る 。

地

山

A 1 群

S B  477 

sx 544 

S B 487 
S B  481 
S B 485 
SB  479 
S 8 476 
SB 484 
SK 496 

$ B 482 
SD 534 
5 B 486· 

S B 483→ S 8 489 

[V 

層
（
整
地

屈
）

492
510
490

群

B
E
B

2
 

S
S
S

A
 

ー
ー

荻―灰T
国」 白 l
i区竺j

SK513→ SB480 
S X 543 
S K 501 
S K 502 

↓ S B 474a • b ・ c • d
SE 504 
SK495 
SK 509 

B I  a 群

S B 478 

8 2群

SK 494→ SB 488 
SD 538 SK 547 
SK 498 SK 508 

m

 

層

恥 b 群 or B 2群

こ れ ら の関係よ り 、 地山面で検出 さ れ て W 層 に 裂れ る A群 、 N層上面で検出 さ れ る B 群 に 大
別 さ れ 、 A 群→ B 群への変遷が層位的に把握 さ れ た。 さ ら に 、 重複関係、 遺構埋土の特徴 か ら
A 群 は A, · 心群に 、 B 群 は 81 · 恥 群 に細分でき る 。

A 1群 の S D545小溝群は、 一部削平 を 受 け て い た が、 ほぼ調査区全域に分布 し て い た。 ま た

43 
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A i群の う ち S 8476 · 479 · 481 · 484 · 485 · 487 · S K496は 、 重複関係 か ら すぺ て A 1 群 よ

り 新 し い こ と が判明 し て い る 。 こ れ ら の こ と か ら 重複関係の な い A 2群 に つ い て も 、 A 1群 よ り

新 しい 可能性が高い と い え る 。

B 群 に つ い て は 、 S 8 474が比較的長期間存続 し 、 他の遺構 と 重複 関係 に あ る こ と か ら 、 S

8474を基準と し て S 8 474の存続時 { 8 1群） と そ れ よ り 新 し い も の （ 鉛群） に分 け る こ と が

で き る 。

8 1群は灰 白色火山灰の有無を基準と し て 、 降下前に機能 し て い た も の ( S 8474 a · b 、 S

8 480、 S 8 478、 S E 504、 S K501 、 S K502、 S K495 、 S K513、 S K509、 S X543 ) と 降

下後の も の ( S 8474 C · d ) と に分け ら れ 、 前 者 を B i a 群、 後 者 を B i b 群 と す る 。

B 店は S 8474 と 直接切 り 合い があ り 、 こ れ よ り 新 し い遺構 ( S 8475、 S 8 491 、 S D535 、

S K516) が該当する 。

こ の 他 に S B474と 直接切 り 合い の な い遺構 ( S D538、 S X547、 S K494、 S K498、 s �
508) に つ い て は 、 B 心 群 も し く は B 2 群に属す る も の と 推定 さ れ る 。

以上の層序、 重複関係の検討に よ り 、 各遺構群は時間差 を 示す も の と 理解 さ れ 、 迫構期 と し

て設定す る こ と が可能と 考 え ら れ る （第35図） 。

各遺構期の内容 • 特徴 を 整理す る と 次の よ う に な ろ う 。

A 1 期 ： S D545 小溝群は調査区のほぼ全域に分布 し 、 本来的には南北と 東西方向の直交

す る溝で構成 さ れ る形態を と っ て い た と み ら れ る 。 方向は南北溝でみ る と N S
゜
-10

゜
E前後の傾

で規則性があ る 。 こ う い っ た小溝群は 、 多賀城南前面 に あ た る市川橋 • 山王遺跡 な どでも検出

さ れて き て お り 、 耕作に関連す る も の と 推察 さ れ て い る （註10) 。

A 2 期 ： 掘立柱建物跡、 溝跡、 焼土遺構があ る 。 建物の規模は後続す る C期 に 比ぺ小規模

で あ る 。 方向は北で東に振れ る も のや 、 発掘基準線 に ほ ぼ沿 う も の な どがあ り 規則性は認め ら

れ な い。 こ の A 湖の建物には 、 ざ ら に い く つ かの重複関係が認め ら れ 、 2 - 3 小期に細分さ

れ る 。 な お 、 S B492、 S E 510は地山面で検 出 さ れN層 と の関係が不明 であ る が、 S B492 が

B期の S B474に切 ら れ 、 S E510も B期の S 8 478に切 ら れ る こ と か ら 、 こ の 時期 と みて お き た

い。

8 1 期 ： S 8 474の存続期間 に含ま れ る も の が該 当 す る 。 S 8474は前述の と お り a - d の

変遷が認め ら れ て い る 。 c · d ( B i b 期 ） の 掘 り 方埋土には灰 白色火山灰が粒状に 入 る こ と

か ら 火山灰降下後、 a · b ( B 1 a 期 ） は降下前の構築 と 考 え ら れ た 。 さ ら に b は埋土の特徴

か ら 火災 に よ っ て焼失 し て い る こ と が知 ら れた 。 他 に こ の時期に属す る 遺構 と し て は 灰 白 色火

山灰が自 然堆積す る S E504、 S K501 、 S K509が あ げ ら れ る 。 ま た 、 8 1 a 期 に 相 当 す る

S 8480と S 8 478は柱筋 を 揃 え て建て ら れ て お り 、 S 8474の 方位 に ほ ぼ一致 し て い る 。 柱
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穴は他の時期に比ぺ規模が大 き い 特徴を持つ。 こ の こ と か ら 3 者は計画的に配四 さ れ た 同時期

の建物 と 考 え ら れ る 。

8 2 期 ： S 8 474 廃絶以降

4 )  I 
の時期で、 S B474 と 直接切 り

合 い の あ る S B475、 S B491 、

炉 i 一l lりヽ I S K516、 S D535が属 す る 。 柱

穴の規模は C期に比べ小規模で
←な',, .. ,, ' `  ＼ 

あ る 。 方向は B 1 期 よ り 若干東

に振れる特徴を持つ。

2 .  遺構期の年代

は じ め に A 2 期の下限年代、

B ,  期の上限年代 を 求 め る た め

に 、 N 層出土土器について検討

し て お き た い。 N層出土土器に

は前述の と お り 、 土師器、 須恵

器、 赤焼 き 土器 、 灰釉陶器があ

り 、 土師器 ・ 須恵器が主体で、

こ れ に赤焼 き 土器 が少凪加 わ る 。

赤焼き土器は大型の杯のみであ

り 、 小型の も の （小皿） は認め ら

れ な い 。 土師器杯は ロ ク ロ 調整

で内面がヘラ ミ ガキ • 黒色処理

さ れ て い る も の であ る 。 底部の

4 ［三 5D535
特徴には 回転糸切 り 無調整の も

の と 、 底部周縁を再調整 （回転へ

ラ ケ ズ リ 調整、 手持 ち ヘ ラ ケ ズ
S8491 

リ 調整） す る も の と があ り 、 前

D 者が大半 を 占 め る 。 須恵器杯に

は底部の特徴 か ら 回転糸切 り 無

調整の も の 、 ヘ ラ 切 り 無調整の
0 l.J�T:'I―!5"m I も の 、 底部お よ びそ の周 縁 を 回

第35図 主要遺構変遷図 ヘ ラ ケ ズ リ し た も の が あ る 。 赤
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は底部がすべて回転糸切り無調整である。 ま た、 灰釉陶器では黒笹90号窯式の椀が出土してい

る。 以上の土器群については多賀城跡の E 群土器（註1 1) に相当するもので あ る。 E群土器の

年代については10世紀前半頃とされている。

w層と灰白色火山灰との関係については、 N層上面で検出される遺構埋土に灰白色火山灰が

含 ま れて いるものもあ ることから、 N層出土土器は灰白色火山灰降下前のもの で あ る。

A z 期の うち 掘立柱建物跡から出土した遺物はいずれも少破片で、 遺物の年代を細かく検討

するのが困雖であ る 。 そ の た め同期の S E510、 S K496か ら 比較的多く 出土して い る 土師器 と

須恵器について検討する。 土師器は ロ ク ロ 調整 で回転糸切りのものが多い。 須恵器杯には回転

糸切りのものと ヘ ラ 切りのものがある。 ま た、 赤 焼き 土器は出土していない。 これらの特徴か

らA z 期の土器群は多賀城跡のD群土器に類似するもので あ り、 9世紀後半代と考えられる。

A 1 期については、 A z 期より古いことから 、 9 世紀後半以前とすることができ る。

B 1 期は前述のとおりN層より新しく灰白色火山灰降下前後の時期 で あ る。 S B 474 a · b と

S B 474 c ·dの間に灰白色火山灰が降下しており、 a - d は連続的に建て 替 え られて いること

から10世紀前半代と 考 え られている。 これは各遺構から出土した土器の組成が多賀城跡の E 群

土器と類似することからも裏付けられる。

B z 期では SB475 から多賀城跡の F 群土器の時期に出現する小型杯（小皿） に類似するも

のが出土している。 この小型杯が出現する年代は10世紀中頃（註12) と 考 え られている。 した

がってB z 期の年代も10世紀中頃とみておきたい。 ま た、 S 8 491 、 S K508より灰釉陶器椀が

出土しており、 折戸53号窯式に比定でき るもので あ る。

(3) 検出遺構の性格 と 意義

今回の調査において 4期の遺構の変遷が把握されたが、 この中で特に注目 されるのはB期段

階の遺構群である。

この期には S B 474 四面廂付掘立柱建物がみられ、 その西側に S 8 478· 480 掘 立柱建物と

井戸が配されている。 いずれも整地地業（第N層）を行った後に構築されたもので、 S B 474 

は東西棟、 他の2 棟が南北棟で、 建物方向を揃 え て いることから、 これらは一定の規格に基づ

いて 計画的に配置された建物群と考えられる。 このうち 、 S B 474 は四面に廂を持つ大規模な

建物であるが、 こういった四面廂付建物はこれま での長年にわたる多賀城跡内外の調査でも数

例検出されているにすぎない。 すなわち、 多賀城跡内では政庁正殿跡fJ)ほかには六 月坂地区で

2 棟みられるだ け で あ り、 城外では館前遺跡の S 802建物跡が唯一の例である。 いずれの場合

も重要な施設の中心建物 で あ ることから考 え ると、 この地区にも何らかの重要施設が置かれて

おり、 S 8474は、 その中心建物 で あったとみて差し支えないものと思われる。 本例と同様に
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城外に位置する館前遺跡の場合 、 四面廂付建物 を 中心とする 6棟の建物群は国司ク ラ スの館跡

と考えられており（註13) 、 本地区の性格を考察する 上 で も 注 目 される見解であろう。

ところで、 C期の建物群の方向は 当教育委員会が実施した第 4 · 8次調査で検出している S

X 382東西道路に一致し、 S 8 474は そ の推定延長線の北約50m に 位置している。 この道路

は幅 が約12mあり、 多賀城外郭南辺築地 に 平 行して約 5 町南を東西に走るもので 、 当時の主要

な道路と考えられるものである。 したがって、 これらの建物群は多賀城の南辺を基準とした地

割内の一郭に整然と建てられていた可能性が高い。

次に出土遺物からみると、 すでに述べたよう に本地区からは比較的多駄の施釉陶器 ・ 中国産

陶磁器が出土している。 灰釉 陶器 ・ 緑釉 陶器が駄的にこれほどまとまって出土した例は多賀城

内で も まだみられない。 灰釉陶器には内面 に金泥が付着したも のが含まれており 、 緑釉陶器に

は三足盤 な どの希 少 な 器種もある。 また 、 中国産 陶磁器についても多賀城内からの出土自体が

き わめて少ない遺物であるが、 本地区では冑磁水注、 褐釉陶器水注 な ど も みられ象徴的である。

以上のように施釉陶器 ・ 中国産 陶磁器の資料からみると 、 この地区が奢1多製品 を 豊富に使用し

ていた場であったこと を窺い知ることができ る。 また、 墨否土器の中には 「厨」 と記された も

のがあり、 本地区の性格の一端を示していると考えられる。

さらに 、 建物群には井戸が付随しており、 そ の中から櫛や下駄な どの生活用品 、 斎串 ・ 人形

な どの祭祀具、 食料残滓 と み ら れる桃の種子等が出土したが、 これら はいずれも 、 こ こ が 日 常

生活の場でもあったことを物語る遺物であろう。

以上に述べたことを 総合的に考察し、 さらにこの地区が多賀城外であること を考應すると、

今回の調査地は多賀城と密接に関わる場であり、 それは実務官街地域というよりは、 むしろ国

司のような高級官僚の生活の場、 す な わ ち 「館」 の中心部分と理解するのが妥当と考えられる。

さらに、 S 8474 C 柱穴掘り方埋土から出土した木簡は 、 本建物跡の性格を示す好資料とな

りうる ものである。 本木簡の解釈については別稿の平川氏の報文のとおりである。 陸奥国と右

大臣との間 にやりとりがあったこと を示すもので 、 当国側でそ の任にあたったのは 『国守』 で

あるという。

今回の調査で発見された S 8 474 四面廂付建物跡 を 中心とする建物跡及び井戸跡 等の遠構は

国司の館 を構成するも のと考えられることは先に詳し く 述べたが 、 木簡の解釈によって、 さら

に「国守の館」である可能性が、 き わめて高くなった。

これまでの30 年間にわたる発掘調査によって古代の多賀城については数多くの事実が明らか

にされてき たが、 「国守の館」や古代末から中世にかけての 「多賀国府」が どこにあったのか

という 2 点が、 未だ解明されていない大き な 問題点として残されていた。 今回「国守の館」 跡

とみられる中心部分が検出されたことは多賀城 を め ぐ る 年来の課題の一つ に解決の糸口 を得た
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こ と に な る 。

全国的 に み て古代の 「国府」 が発掘調査 に よ っ て 解明 さ れて い る 例 は い く つ か挙げる こ と が

で き る 。 し か し 、 「国守の館」 が発見 さ れ た例は未だに皆無 で あ る 。 今回 、 陸奥国の多賀城で

「国守の館」 跡が発見 さ れた こ と は 、 ひ と り 多賀城の解明に役立つの み な ら ず、 古代 日 本の 国

府の あ り 方 を 究明 す る 上で も 極 め て 大 き な 意義 を も つ も の で あ る 。

〈註〉

註 l 灰釉 ・ 緑釉陶器につ いては斎藤孝正氏の御教示に よ る 。

註 2 褐釉陶器、 賢磁 • 白磁について は亀井明徳氏の御教示 に よ る 。

註 3 図示 し た も のの他に底部破片 を加え た数で積算 し て い る 。

註 4 図示 し た も のの他に破片資料がある 。

註 5 S Kl61土肱 ( S KOl土砿） 出土の土器組成 に つ い て は 、 第15回 古代城柵官術遺跡検討会資料 (1988)

に示さ れ て い る 。 こ れ に よ る と土師器、 須恵器、 赤焼き 土器の比率は40% 、 7 %、 53% と な っ て い る 。

ま た 、 杯の法菰 底部切 り 離 し 技 法 に つ い て も 、 本遠構出土土器群と はば同様のデー タ が得 ら れ て い る 。

註 6 白鳥良ー 『多賀城跡出土土器の変遷J 宮城県多賀城跡調査研究所 「研究紀要w」 (1980) 

註 7 註 6 に同 じ

宮城県多賀城跡調査研究所 r多賀城跡 ・ 政庁跡本文編J (1982) 

本報告魯中で赤焼 き 土器 と し た も の は 、 細部で若干の違 い は あ る が、 多賀城跡の須恵系土器 と 同様のも

の と み て い る 。

註 8 第15回古代城柵官術遺跡検討会において平Ill南、 高倉敏明、 干葉孝弥の 3 氏 に よ り 口頭発表がな さ れ て

い る 。 千葉孝弥 r 多賀城周辺の古代遺跡 ・ 山王遺跡』 第15回古代城柵官街遺跡検討会賓料 (1988)

註 9 岡田茂弘 ・ 桑原滋郎 r多賀城周辺 に お け る 古代杯形土器の変遷』 宮城県多買城跡調査研究所 「研究紀要

I 」 (1974)

註10 白鳥良一 『第37次調査一 多賀城跡ー』 宮城県多賀城跡調査研究所年報1980 0981) 

赤澤靖章 『山王遺跡一仙塩道跡建設関係遺跡八幡地区調査概報ーJ 宮城県文化財調査報告笞第138集

(1990) 

註11 註 6 · 7 に同じ

註12 ,,. 
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と
で、

の
字
書 、
八
九
二
年
選
述、
九
0
0
年
増
補）
に
よ
れ
ば ‘

（
う
ま
の
は
な
む
け）
」
と
訓
ん
で
い
る。
し
た
が
っ
て、

の
た
め
の
馬
の
こ
と
で
あ
る。

「
餞」
を
「
新
撰
字
鏡
j

全
体
の
内
容
に
つ
い
て
は、
次
の
三
通
り
の
解
釈
が
成
り
立
ち
得
る
で
あ
ろ

陸
奥
守
に
任
命
さ
れ
た
者
が
陸
奥
国
下
向
に
先
立
っ
て
右
大
臣
に
挨
拶
を

行
い、
そ
こ
で
右
大
臣
か
ら
餞
別
の
馬
を
送
ら
れ
た。

太
政
大
臣――
於
職
曹
司
云瞑ーー
出
羽
守
源
致
遠
赴
任こ
有――
和
歌一

当
時、
陸
奥
国
の
按
察
使
は
大
納
言
ま
で
は
兼
任
し
て
い
る
が、
右
大
臣

に
昇
進
す
る
と、
按
察
使
の
職
を
辞
す
る
の
が
常
で
あ
っ
た。
そ
こ
で
陸
奥
国

守
は、
東
北
地
方
の
最
高
行
政
官

“
按
察
使”
が
右
大
臣
に
昇
進
す
る
に
あ
た

っ
て
餞
別
と
し
て
陸
奥
国
の
最
高
の
脳
り
物・
馬
を
進
上
し
た
と
考
え
ら
れ
る。

も
ち
ろ
ん、
按
察
使
は
在
京
し
て
い
る
が、
陸
奥
国
を
任
地
と
す
る
建
前
か
ら

一
種
の
俄
礼
と
し
て
右
大
臣
へ
の
貢
馬
を
”

餞
（
う
ま
の
は
な
む
け）
“
と
表

現
し
た
の
で
あ
ろ
う。

陸
奥
国
守
か
ら
餞
別
の
馬
が
都
の
右
大
臣
家
に
送
ら
れ

そ
の
収
文
（
受
取
状）
が
陸
奥
国
司
宛
に
送
付
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ、
そ
の
一

連
の
文
書
（
送
る
際
に
付
せ
ら
れ
る
陸
奥
国
司
解
文
の
案
文
等）
に
題
箋
を
付

し
て
保
管
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う。

①
 

馬 大

-、

文

゜ニフ 中
央
の
役
所
の
受
取
状
の
こ
と
と
し
て
用
い
て
い
る。

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

平

川

南

「
餞
馬」
は
餞
別

「
収
文」
は
通
常、
諸
国
の
貢
納
物
に
対
す
る

「
馬
乃
鼻
牟
介

（
わ
が
国
現
存
最
古

多
賀
城
市
山
王
遺
跡
の
木
簡
に
つ
い
て

両
面
を
相
補
っ
て
完
全
な
釈
文
を
付
す
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た。

「
餞」
は
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倹
二
取
淡
路
国
塩
代
米
五
十
料
余―

。
自
レ
此
奸
二
作
備
前
讃
岐
等
米
収
文一

之
事
発
露 。
出
納
諸
司
坐
二
此
事ー

C
下
レ
獄
者
衆。

「
延
喜
主
計
式」

凡
畿
内
諸
国
所
レ
進
調
銭 。
勘＿一
定
調
帳一
之
日 。
具
録
二
銭
数―

°
移
二

「
延
喜
主
計
式
j

凡
鋳
銭
司
所
に進
年
料
銭 。
随

二

所
進
数―

°
且
附
二
綱
丁ー
収
二
収
文一

〇

『
延
喜
主
計
式
j

令ーー
所
司
勘一
之 。
即
加――
外
題＿

。
経
レ
省
下
レ
寮 。
更
写――
前
収
文二

〇

ま
ず
四
例
す
べ
て
「
収
文」
が
諸
国
か
ら
の
貢
進
物
に
対
し
て
中
央
の
諸
司

具
注―
―其
由 IO

允
属
共
署 。
捺

-
l

寮
印工
与
之 。

凡
諸
国
貢
調
並
雑
物
綱
丁
等。
若
失ーー
諸
司
収
文ー
有
レ
申
レ
官
者。
官
先

(d) 
至
二
十
年
終
云F
レ
進
――
惣
帳ー

0

勘
会
巳
詑
乃
与ーー
返
抄一

〇

(cl 
送
穀
倉
院
云

F
レ
納。
其
収
文
待
二
従
レ
官
下一
勘
会。

(b) 

（
下
略）

先
レ
是 。
去
年
四
月
八
日 。
大
膳
史
生
矢
田
部
氏
永 °
奸

私作lー
諸
司
収
文i

o

収
文
の
用
例

al
 
,'P

 
「
三
代
実
録
j

元
慶
五
年
四
月
二
八
日
粂

下
若
干
の
考
察
を
加
え
て
み
よ
う。

③

②
の
場
合
の
陸
奥
国
に
お
い
て、
右
大
臣
へ
の
餞
馬
を
国
内
か
ら
調
達
し

た
際
の
受
取
状
を
保
管
し
て
い
た
も
の
で
は
な
い
か 。

こ
れ
ら
三
点
の
う
ち、
い
ず
れ
の
ケ
ー

ス
が
最
も
可
能
性
が
高
い
か
は、
以

に
ー」

「
史
林」
六
十
三
巻
六
号

摂
米
有――
未
進一
者、
不
に与
二
返
抄Io
 

が
発
す
る
受
取
状
の
意
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る。
た
と
え
ば、
固
は
大
膳
史

生
矢
田
部
氏
氷
が、
諸
司
の
収
文
を
奸
作
し
淡
路
国
米
五
十
料
余
を
倫
取
し
た

こ
と
が
発
覚
し、
追
求
の
結
果
さ
ら
に
備
前
讃
岐
等
の
収
文
を
も
奸
作
し
て
い

た
こ
と
も
明
ら
か
と
な
り、
出
納
諸
司
官
が
こ
れ
に
坐
し
て
下
獄
す
る
事
件
で

あ
る。
そ
の
点
は
次
の
例
も
同
様
で
あ
ろ
う。

「
類
翌二
代
格
j

承
和
十
年
三
月
十
五
日
太
政
官
符

調
肝
並
雑
交
易
等
物
納
畢
之
日 、
郡
司
綱
領
受二
取
諸
司
諸
家
返
抄
収
文一
付
こ

授
雑
掌
二
雑
掌
為
レ
請――
返
抄一
与
二
寮
官一
共
勘ーー
会
抄
帳ー

、
若
寸
絹

こ
の
史
料
か
ら
は、
調
庸
並
び
に
雑
交
易
等
を
納
め
た
日
に
郡
司
が
諸
司
諸

家
よ
り
受
け
取
っ
た
の
は
返
抄
•

収
文
で
あ
り 、

収
文
は
主
計
寮
に
お
い
て
返

抄
請
求
の
た
め
に
抄
帳
と
勘
会
さ
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る。
そ
し
て
未
進
が
あ

っ
た
場
合
は
返
抄
は
与
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る。
結
局 、
収
文
の
性
格
は、
す

で
に
俣
野
好
治
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
現
納
分
に
つ
い
て
の
仮
領
収
証
と

で
も
い
う

べ
き
も
の
で、
未
進
数
勘
出
の
役
割
を
も
っ
て
い
た
と
い
え
る

(
「
律
令
中
央
財
政
機
構
の
特
質
に
つ
い
て
ー

保
管
官
司
と
出
納
官
司
を
中
心

一
九
八
0
年
十一
月）

。

以
上
の
収
文
の
用
例
か
ら
は、
①
の
場
合
の
よ
う
な
右
大
臣
家
か
ら
陸
奥
守

へ
の
餞
馬
の
収
文
と
は
理
解
し
が
た
い
で
あ
ろ
う。
右
大
臣
家
か
ら
下
向
す
る

新
任
の
陸
奥
守
に
餞
馬
す
る
場
合、
陸
奥
守
が
収
文
を
発
す
る
こ
と
は、
収
文

の
例
が
い
ず
れ
も
中
央
の
諸
司
が
発
す
る
も
の
で
あ
っ
た
点
か
ら
し
て
も
考
え

に
く
く、
さ
ら
に
陸
奥
国
府
に
お
い
て、
題
箋
を
付
け
た
収
文
を
保
管
し
て
い
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貢
馬
六
疋
解
文
在
レ
別。

II

う
ま
の
は
な
む
け”
と
い
う
名
目
の
も
と

（
下
略）

「
右
大
臣
殿
餞
馬」
の
用
例

「
権
記」
長
保
二
年
(

I

0
0
0)
九
月
十
三
日
条

u8
大
臣）

奏
文
並
宣
旨
等
注
二
目
録―

°
退
出
詣

t―
左
府l

o
下
二
宣
旨―

°
帰
宅 。

｛
左

裔
殷）

出
羽
守
義
理
朝
臣
所
レ
送
咎
状
並
貢
馬
解
文
等 。
彼
息
男
為
義
持
来。
左
大
殿

出
羽
守
が
都
の
左
大
臣
殿
に
貢
馬
し
た
史
料
で
あ
る
が、
こ
の
「
左
大
（
臣）

殿
貢
馬
六
疋
解
文」
と
い
う

表
記
を
参
照
す
れ
ば 、
「
右
大
臣
殿
餞
馬」
は
①

の
右
大
臣
殿
か
ら
の
餞
馬
の
意
で
は
な
く 、

②
⑤）
の
右
大
臣
殿
に
対
す
る
餞
馬

と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う。
た
だ
し、
③
は
陸
奥
国
内
か
ら
の
馬
の

調
達
で
あ
る
か
ら、
収
文
は
国
司
の
側
に
の
こ
さ
れ
る
の
は
案
文
で
あ
る
が、

こ
の
題
箋
に
は
C
パ）
案
と
は
な
い。

以
上
の
検
討
か
ら
は、
②
の
ケ
ー

ス
が
最
も
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う。

②

の
場
合
は
い
く
つ
か
の
付
帯
条
件
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が、
こ
の
場

合
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
あ
く
ま
で
も
按
察
使
は
在
京
し
て
い
る
が、
陸
奥
国

を
任
地
と
す
る
建
前
か
ら、
右
大
臣
昇
進
と
と
も
に
按
察
使
を
辞
す
る
こ
と
は

陸
奥
国
を
離
れ
る
行
為
と
み
て、

に
貢
馬
し
た
と
理
解
す
る
の
で
あ
る。
こ
の
陸
奥
国
司
か
ら
右
大
臣
へ
の
餞
馬

は
お
そ
ら
く

陸
奥
国
の
貢
馬
の
一
形
態
と
し
て
慣
例
化
し、
そ
の
貢
進
に
対
し

て
右
大
臣
家
か
ら
収
文
が
陸
奥
国
司
に
与
え
ら
れ
た
と
想
定
す
る
こ
と
が
で
き

た
状
態
も
説
明
し
に
く
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。

一
九
八
六
年）

。

（
鬼
頭
消
明
「
国
司
の
館
に
つ
い
て」

る
で
あ
ろ
う。

な
お、
参
考
ま
で
に
大
納
言
兼
按
察
使
と
し
て、
右
大
臣
に
昇
進
し
た
人
物

を
一
応
九
世
紀
末
か
ら
十
世
紀
前
半
ま
で
の
間
で
「
公
卿
補
任
j

で
み
て
み
る

と、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る。

昌
泰
四
年
九
0-

延
長
二
年
九
二
四

承
平
三
年
九
三
三

天
慶
七
年
九
四
四

天
暦
元
年
九
四
七

（
右
大
臣
任 、
以
下
同
じ）

従
三
位
源
光

正
三
位
藤
原
定
方

従
二
位
藤
原
師
輔

正
二
位
藤
原
師
手

本
遺
跡
は
遺
構
・

遺
物
な
ど
の
考
古
学
的
検
討
か
ら
も
国
司
の
館
と
想
定
す

る
有
力
な
根
拠
と
な
る
し、
さ
ら
に
国
守
の
館
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
も
提
示

で
き
る
き
わ
め
て
重
要
な
資
料
で
あ
る
と
い
え
よ
う 。
ま
た、
本
遠
跡
の
年
代

は
十
世
紀
前
半
と
さ
れ
て
い
る。
こ
の
時
期
は、
律
令
体
制
の
衰
退
と
と
も
に

地
方
政
治
が
大
き
く

変
質
を
遂
げ
る
の
で
あ
る。
地
方
政
治
の
中
心
と
な
る
国

府
に
お
い
て
も、
し
だ
い
に
国
司
の
館
の
役
割
が
そ
の
重
要
性
を
増
し
て
く
る

時
期
で
も
あ
る 。

物
館
研
究
報
告
j

第
十
集

康
保
四
年
九
六
七

「
国
立
歴
史
民
俗
博

正
三
位
藤
原
仲
平

正
三
位
藤
原
実
頼
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 4

7
4

掘
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建

物
跡

（南
東

よ
り

）
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調査区東半部全景
（真上よ り）

SB480 掘立柱建物跡
（西よ り ）

S8483掘立柱建物跡 t （南よ り ） 贔

写真図版 2
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同上

調査区全景 （西よ り ）

S X 543 土器埋納遺構
（東よ り ）

上部破片を取り 除いた状況

写真図版 3
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